
  
  

 
 
 
 
 

 
 第 1回ふれあい体験活動「チャレンジ！やませみ」にて（平成 29年７月撮影）      

 
教師の一言の重み 

 
                       相模原市立小中校長会 会長 天野 和広 

 
職業柄かもしれないが、私は小学校から高等学校

までの担任の先生の名前はもちろんのこと、教科で

担当になった先生の名前もほとんど覚えている。ま

たそれらの先生とのエピソードもいくつか覚えてい

る。私が中学校の時の担任の先生が「人にはそれぞ

れの性格を色でイメージできる。例えば『あまの』

はオレンジ色だな」と言われた。その時は何をもっ

てそんな色に喩えたのだろうと、理由もわからず少

し嫌な気持ちになったことを覚えている。今では色

のもつイメージが納得できる部分もあり、時に「オ

レンジ色」のはいったものを買う時すらある。それ

から数十年経ってその先生に出会いこの話をすると

「そんな話しただろうか」と全く記憶にないとのこ

とである。 
 

「心のどこかに一生残る言葉」は全ての人間に一

つや二つあるだろう。そしてその言葉の発信が「教

師」という場合が多いのではないだろうか。子ども

を褒める言葉にしろ、行動を正すような言葉にしろ、

また言葉だけではなくその教師の生き様やこだわり

の部分が子どもたちに影響を及ぼすと改めて感じる。 
言葉、生き様、こだわりが他人に与えるものには、

プラスに影響するものもあるはずだ。少し登校を渋

りかけた子ども、社会に対して不安を覚えるように

なってきた子ども、将来に対しての希望が見えなく

なってきた子どもたちにとって、プラスに響く言葉

とは何であろうか。学校では多くの教師がいる。そ

の中から子どもたちがここなら安心できる、この人

なら話してもいいと思える相手や勇気づけられる言

葉に出会えることを願う。 
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民生委員児童委員 保 護 司 

 
ア 学校行事への参加・協力（入学式、卒業式、体育祭、文化祭、音楽会、その他諸活動） 
イ 学校との連絡調整、協議、情報交換、懇談会、交流会 
ウ 地域のパトロール 
エ 地域での見守り活動 
 
 
○学校での活動について 
ア 学校のボランティア活動への参加・協力 

 イ 登下校の見守り・障がい児の下校支援 
 ウ 学校評議員への協力 
エ 個別相談への対応・ケース検討会議へ
の出席 

○地域での活動について 
ア 不登校児への支援（訪問相談、見守り、
安否確認） 
イ 要支援家庭（ひとり親世帯等）への支
援（訪問相談、見守り） 

 ウ 青少年の健全育成に関する取り組み 
エ 地区社協等行事の企画・参加（児童・
生徒との交流活動、ボランティア活動、 
お祭り等） 

 オ ふれあい親子サロンへの協力 
 カ 虐待児童の見守り 
 キ 虐待通報 
 ク こどもセンター等の運営への協力 他 
○その他 
ア 各種研修会への参加 
イ 啓発活動（児童虐待防止キャンペーン
など）他 
 

 
○ 学校での活動について 
ア 保護司の役割や活動を理解する研修の
実施（担当保護司が各小中学校の全教職
員を対象に実施） 
イ 生徒の相談支援、授業（更生保護理解・
犯罪防止教室の開催）協力 
ウ 非行問題で困難化する教職員への支援 
エ 更生保護サポートセンターと各学校と
の連携推進 
オ 「社会を明るくする運動」の一環とし
て各小中学校ＰＴＡと保護司が連携した
事例発表会の実施 

 

 

～地域の民生委員・児童委員、保護司ができること～ 

  

学校が求めること 

  

地域ができること 
○学校別の民生委

員・児童委員、保護

司名簿を活用して、

情報交換会などを行

い、顔の見える関係

作りを進めます。 

○学校が求めるこ

と、地域が出来るこ

となどを話し合い、

子どものための健全

育成活動を協力して

行います。 

 

★民生委員は、厚生労働大臣から委

嘱され、それぞれの地域において、

常に住民の立場に立って相談に応

じ、必要な援助を行い、社会福祉の

増進に努める方々で児童の健やかな

育成に関する気運の醸成などに努め

る、「児童委員」を兼ねています。 

★保護司は、法務大臣から委嘱を受

け、犯罪や非行をした人の改善更生

について地域社会の理解を求めると

ともに，犯罪や非行を未然に防ぐた

めの活動を促進しています。 

※いずれも個人的な相談を受けるた

め、守秘義務が課されています。 

教育委員会、民生委員・児童委員、保護司の連携による青少年健全育成の推進 

相模原市青少年相談員制度の廃止に伴い、今年度から教育委員会では、民生委員・児童委員、保護司と連携して、学校

や地域における青少年健全育成を推進する、新たな体制を発足しました。今回は、その内容について御紹介いたします。 

民生委員・児童委員、保護司はどんなひと 
 

 

 

 

 

 
【構成】 

・民生委員・児童委員、保護司の代表者 

・青少年相談センター、学校教育課、地域福祉課 

【内容】 

・定例会議：情報交換、課題共有、活動紹介など 

      （年３回程度（学期毎）） 

・研修会等の実施（青少年相談センター主催） 

連携会議 

民生委員 
・児童委員 

 保護司 
 

・民生委員・児童委員、保護司の職務、

連携事例の紹介 

連携の促進 

青少年相談センター、学校教育

課を経由して紹介 

学校情報の提供（困り感等） 

 

地域情報の提供、
活動の効果、課題
の報告 等 

 
地域／学区における 民生委員・児童委員、保護司 の連携による取組み 

民生委員・児童委員（２２地区）・保護司（１９地区） 

青少年健全育成に係る 

活動（連携）の促進 

・情報提供、課題の共有 

・取組事例の紹介、発表 

 

連携相談窓口担当、

学校と連携できる 

メニューの明示 

地域ができること 

連 携 

情報交換や活動連携 

学校-地域間の 

“顔の見える関係” 

の醸成 

 教育委員会 

地域活動 

連携活動の相談、

協力依頼 

学校が求めること 

学校 

 



 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヤングテレホン相談  
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

講師に 

 

情報発信 

第１回は、ふるさと自然体験教室「やませみ」において、７月２２日、２３日の一泊二日の体験活動を行
いました。炎天下での追跡ハイクは、汗だくになりながら山道を歩くコースでしたが、子どもたちはグループ
の友達と力を合わせてポイントの問題に答えながら元気よく歩みを進めていました。その後は野菜カレー作り
に取り組みました。お釜で炊き上げた少しおこげのある香ばしいご飯のおいしさも格別でした。翌日は、小枝
のボールペン作りに挑戦しました。小刀で木を削るのはとても難しそうでしたが、根気強く作業を進め、出来
上がったボールペンを誇らしげにペンダントにしている子どもたちの姿が印象的でした。 

 

 

第１回 

 

 

 第２回は、１０月７日、野外体験教室「若あゆ」にて実施しました。 
午前中は、若あゆの畑で収穫させてもらった野菜をふんだんに使ってカレーを作りました。野菜の切り方は、
慎重ですがとても手際よくできました。 
 午後は、イニシアチブゲームの時間です。一人ひとりが持った竹筒をつなぎながらビー玉を運ぶ「パイプラ
イン」は、どきどきわくわくスリル満点のゲームでした。どのチームも練習を重ねるたびにチームワークがよ
くなり、すばらしい勝負を繰り広げました。楽しい時間はあっという間に過ぎていきました。 

青少年教育カウンセラーが 

日々の心温まるひと時について、

教えてくれました。 

Eメール相談（24時間受付） 

 
私の働く相談指導教室では、自分の思いや考えを

伝え合う力を養い、人と関わる楽しさを感じられる
ような活動を行っています。 
先日「すごろくトーク」を行いました。生徒達は、

自分に与えられたテーマについて楽しく話すこと
ができました。時には互いに褒め合い、少し照れな
がらも嬉しそうに笑い合う姿は、あたたかく印象的

でした。 
「この教室の良い所を皆で言おう」と一人の生徒

が言ったのをきっかけに、皆で教室の良い所を伝え

合って笑顔で活動終了となりました。「ありのまま
の自分を受け入れてくれる仲間がここにいる」と生
徒が発言をする姿を見て、私はとても嬉しかったの

を覚えています。     （Bカウンセラー） 
 

 
学校の廊下を歩いていると、小学校でも中学校で

も、子ども達から声をかけられます。 
小学生は・・「先生、今日、お部屋開いているの？」

「（私を見て）そっか！今日は木曜日か！昼休みに遊
びにいくね！」 
中学生は・・「こんにちはー。」「お久しぶりです。」 
小学生の時から知っている子ども達も、中学生に

なると挨拶はしてくれますが、気軽に遊びに来なく
なります。でも、時々相談室をのぞいてくれたり、
廊下で「先生、元気？」と声をかけてくれたりしま
す。また、苦しくなった時には、相談室の前に置い
てあるポストに手紙を入れてくれる子もいます。相
談室の利用の仕方は、子どもたちによって様々です。
それぞれの子ども達の成長に寄り添い、ホッとでき
る相談室でありたいと思いながら、毎週相談室を開
けています。       （Aカウンセラー）         

 

月曜日～金曜日 15時 30分～21時 
土曜日     13時～17時 

※年末年始、祝祭日をのぞく 

最終受付：終了 15分前 

19才以下の人とその保護者 
（匿名での相談もお受けします。） 

℡042-755-2552 

土曜日も相談をお受けしています。 

第２回 

その６７ 


